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おや じの会という 連携のかたち
一兵庫教育大学三校園 『おやじの会』 の事例をもとに一 

The Feature of Cooperation that is found in “0y i Club” :
Based on the Case of “0ya:Ji Club” in Hyogo University of Teacher Education 
Attached Schools 
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本稿では、 兵庫教育大学三校園おやじの会に焦点をあて、 三校園おやじの会が、 会の内部において、 また、 会の外部と

の関係において、 いかなる連携のかたちをと っているのかその特徴を描き出すこ と を目的と した。 参与観察とイ ンタ ビュー

調査の結果、 三校園おやじの会には、 1 ) 子どものためにという大義と仲間を求めるおやじの思いの両立、 2 ) おやじの

流儀へのこだわり、 すなわちそれは、 外見へのこだわり、 課題達成へのこだわり、 挑戦へのこだわりから成る、 3 ) 「で

きる人ができるときに」 という ゆるやかなつながり、 4 ) 皆で子どもと家族を支え合う という気概、 5 ) 他者からの承認

と認知、 という特徴があるこ と を見出した。 おやじの会は、 地域社会の現実的な課題に目を向け、 仲間と と もにその課題

を解決し、 そうするこ とのなかに、 おやじたち自身が喜びを見出している。 こ う したおやじの会にみられる連携の仕方に、

地域社会の再構築の可能性があると考える。 
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1 . 問題設定
( 1 ) おやじの会とは
おやじの会とは、 「子育て、 子供との触れ合い、 教育、

健全育成、 地域貢献、 自主学習、 そして男どう しのお付

き合い等を目的と して、 男性のみが集まって活動する、

学区もしくは地域単位の団体である」 (薄葉2006, p 52)。 
今日、 おやじの会は全国に広がっており 、 毎年 「NP0 
法人おやじ日本」 主催の全国大会が開催されたり、 各県

のおやじの会が参加するサミ ッ トが開かれたり している。 

おやじの会は、 子どものために活動を行い、 学校、 家庭、

地域の連携にも重要な役割を担う よう になっている。 同

時に、 近年おやじの会についての研究も徐々に登場して

きている (岸1999, 川端他2006, 京須 ・ 橋本2006, 京須・ 
橋本2007, 清水他2013)。
薄葉 (2006) によると、 おやじの会は 2 タイ プに分か
れる。 子どもとの交流や教育を目指す 「子供交流型」 と、

地域への貢献や地域住民との交流を目指す 「地域交流型」

である。 本稿でとりあげる 「兵庫教育大学三校園おやじ

の会」 (以下、 三校園おやじの会) は、 前者の 「子供交
流型」 にあたると言えよう。 なぜなら、 三校園おやじの

会は、 校区巡回、 環境整備、 運動会等のボラ ンティ アな

どに加え、 大がかり な装置の流しそう めん、 夏祭りの屋

台、 学校でのキャンプ、 テレビ番組を模した本格的な鬼

ごっこ “逃走中” などを行い、 こ う した具体的な活動を

通して、 子どもとの交流や子ども同士の交流を促進し、

附属学校園の教育活動を支援しているからである。

三校園おやじの会は、 2005年、 幼稚園のおやじの会と
して活動を開始し、 子どもの成長と と もに学校段階の壁

を越えてその活動に広がり をみせ、 幼 ・ 小 ・ 中を巻き込

んだ形で発展してきた。 兵庫教育大学附属学校園に通う

幼児 ・ 児童 ・ 生徒の父親によって構成されるという会の

特性から、 おやじたちの居住地域はさまざまで、 皆が同

じ市町村に住んでいるわけではない。 職業も コンビニ店

経営、 公務員、 会社員、 自営業等様々である。 しかも、

三校園おやじの会のモ ッ ト ーは、 「子どものために」 を

活動の基本に据えながら、 「 と り あえずやってみる」 と

「できる人ができるときに」 という 「弱い紐帯の強み」

(グラノ ウェ タ一2006, 宮元他2013) を合わせ持つ。 無
理強いせずに、 来れる人が参加する自由型参加スタイル

を尊重している。 現在の登録者数は、 およそ37名である
が、 基本的に常時参加するメ ンバーは、 20名ほどでほぼ
固定されている。 
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( 2 ) おやじの会登場の背景と本稿での課題
さて、 こ う したゆるやかな紐帯をもつおやじの会が、

近年注目される背景には、 いかなる理由があるのであろ

うか。

平成19年版 『国民生活白書』 (内閣府) では、 地域の
つながりが希薄化しているこ とが指摘されている。 その

背景には、 産業構造の変化により 、 かつては、 治水や労

働力の貸し借り をする必要があった第一次産業を中心と

する社会から、 今日では、 その必要性がない第三次産業

を中心と した社会に移行したこ とがあげられる。 地域社

会の成り立つ要件自体が変化しているのである。 広井は、

「日本社会は、 “自分の属するコ ミ ュニティ ないし集団

の 『ソ ト』 の人との交流が少ない” という点において先

進諸国の中で際立っている」 (広井2009, p.17) と述べる。 
今日の日本社会は、 人と人の関係性が薄れ、 「無縁社会」

という造語までもがつく られるよう になっている現状が

あ る o

しかし、 その一方で、 平成19年版 『国民生活白書』 で
は、 「多 く の人は困ったと きに助けあう関係を望んでい

る」 (p 84) と述べ、 「地域への貢献意識は高まっている」
(p 86) と述べる。 確かに、 産業別構成比に占める第一 
次産業の割合が減り、 地域社会を成り立たせる要件が治

水や労働力の貸し借り ではな く なったが、 人びとは、 地

域社会の中での他者との関わり を拒否しているわけでは

ない。 『国民生活白書』 (平成19年版) のなかでは、 むし
ろ、 「社会の一員と して、 何か社会のために役に立ちた

い」 (p 86) という思いを、 成人の 6 割以上が持ってい
ると報告している。 齊藤は、 人びとが、 コ ミ ュニティ に

関心を寄せる理由を次のよう に述べる。 「 (それは、) 国
家および市場への不信と 『個人化』 ( U ・ べツク ) によ
る負荷の経験が重なるとこ ろに生じており、 競争や成長

に定位するのではない他者との関係や生活 / 活動様式を
探ろう とする人々の志向を反映している」 (齊藤2013, p. 
21)。 新自由主義という過度の競争の中、 自分で選択し、
結果に対 しては、 自己責任が問われる社会、 そのよう な

社会で、 人々は、 地域コ ミ ュニティ に希望を見出してい

るのかも しれない。

こう した地域コ ミ ュニティへの関心は、 2011年の東日
本大震災により さらに高まり をみせた。 千葉県習志野市

立秋津コ ミ ュニティ顧問である岸は、 「避難所と して開

放した学校の中では、 学校と保護者や住民との協働が進

んでいた学校ほど教師の負担が少なかった」 (岸2011, 
p i t3) と述べる。 日頃から地域住民と協働する関係が
あった学校では、 ソー シヤルキヤピタルの高い コ ミ ュニ

ティ を築く こ とができており、 結果と してそのことが、

災害時における備えとなったと して注目されたのである。

おやじの会の登場も、 こう した文脈の中で捉えるこ と

ができる。 すなわち、 現代の地域社会は、 かつてのよう

に、 治水や農作業における労働力の貸し借り によって成

立している社会ではない。 しかし、 安全に対する意識、

防犯や防災に対する意識は、 より安心できる地域での生

活を送るう えで不可欠である。 そのために、 できるこ と

があるならば当該社会の一員と してなにがしかの貢献を

したいという思いを抱く のは、 自然な地域住民の感情で

あろう 。 志ある父親たちは、 職場とは異なる場所で、 自

分たちの力を活かし、 地域社会のなかで貢献する場を見

いだそう とする。 その一つのかたちが、 学校の教育活動

を支援するおやじの会であるといえよう。

本稿では、 兵庫教育大学三校園おやじの会に焦点をあ

て、 まず、 その活動の概要を明らかにする。 活動の実態

を踏まえたう えで、 そこから、 三校園おやじの会が、 会

の内部において、 また、 会の外部との関係において、 い

かなる連携のかたちをと っているのかその特徴を浮かび

あがらせるこ とになる。 おやじの会にみられる連携の仕

方に、 地域社会の再構築の可能性があると考えるからで

ある。 

2 . 研究の方法
本研究では、 おやじの会設立に関わった兵庫教育大学

大学院名須川知子教授 (設立当時附属幼稚園長) 、 おや
じの会代表の藤田和昌氏へのイ ンタ ビュー、 加えて、 お

やじの会メ ンバーへのイ ンフ ォーマルなイ ンタ ビューを

実施した。

また、 実際におやじの会のイベント 「嬉望祭」、 「凧あ

げ大会」、 「反省会」 に参加し、 参与観察を行った。

イ ンタ ビューは録画 ・ 録音をし、 イベント活動は写真

撮影を行った。

おやじの会の関係者へのイ ンタ ビュー調査や参加した

行事の日程と場所は次の通りである。 イ ンタ ビューと参

与観察に分けて示す。

0 イ ンタ ビュ ー

2013年11月 6 日 三校園おやじの会代表 ・ 藤田和昌氏
(藤田氏の職場)

12月10日 兵庫教育大学大学院 ・ 名須川知子教授
( 兵庫教育大学名須川研究室)

2014年 4 月16 日 三校園おやじの会代表 ・ 藤田和昌氏
(藤田氏の職場)

0参与観察
2013年10月23日 嬉望祭打ち合わせ (藤田和昌氏の職場)

11月12 日 三校園おやじの会執行部会議
(加東市社公民館実習室)

11月23日 嬉望祭 「焼き鳥屋台」 (兵庫教育大学)
11月23日 懇親会 (加東市内の旅館)

2014年 1 月25 日 凧揚げ大会 (兵庫教育大学附属幼稚園
・ 小学校) 
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3 . 三校園おやじの会の活動
( 1 ) 学校園への支援~ 補修や環境整備~
おやじの会設立の契機は、 附属幼稚園からの教育環境

などの整備の依頼による。 依頼内容は、 母親が中心になっ

て動 く PTA には依頼しがたい重労働、 例えば教室の掲
示板、 物置き、 ビオト ープなどの補修、 作製などである。

名須川教授は園長時代 (2005~ 2008年) 、 積極的にお
やじの会に支援や相談の依頼をした。 泥遊びできる場所

を作り たい、 田んぼを作り たい、 予算は少ないが足置き

マ ッ ト を敷きたい等、 相談は多岐にわたった。 それに対

するおやじの会代表である藤田氏の返答は、 「いいです

よ」、 「考えてみます」 という積極的なものであったとい

う。 決して 「無理です」、 「だめです」 とは言わない。 お

やじの会で話し合い、 おやじの人脈、 も し く はおやじ自

身という豊富な人材を使い、 補修や作製を実現してしま

う のである。 知識や技術がなく ても、 おやじは取り組む。 

農業を仕事とするおやじがいる時は、 畑づ く りや田んぼ

づく りの指導をこ_ ,う 。 精密機械に携わっているおやじに

は機械の修理や使い方を習う。 中学校の作業時には、 技

術科の教師に教えをこ_ ,う 。 も ちろん、 その道の職業者が

な く ても取り組む。 それがおやじである。 普段では取り

組まないよう なこ とに出会い、 学ぶ。 学校園への支援活

動は、 おやじたちの生涯学習の場にもなっている。

おやじたちのこのよう な活動は決して強制的ではない。 

むしろ、 自発的に取り組んでいるよう に思われる。 子ど

もたちの教育環境を整えてあげたいという気持ちは確か

に存在するが、 おやじはおやじ同士のつながりのため、

つまり、 おやじ自身が志をと もにする仲間たちと自由に

交流できる場を期待して活動している面がある。 普段の

生活のなかでは、 他のおやじ達と関わる機会は少ない。 

しかし、 三校園という媒体を通すことで、 子どもの教育

環境を整備するという大義にも適い、 他のおやじたちと

のつながり も持てる。 この活動は、 おやじにと って一挙

両得の活動といえる。 

( 2 ) 子どもとの活動
おやじの会の活動の中で、 特に重点が置かれているの

は、 子どもとの活動である。 具体的に挙げると、 手作り

の凧揚げ大会、 田植え、 稲刈り、 もちつき、 親子 ド ッチ

ボール大会、 “逃走中” の開催など、 活動内容は多岐に

わたる。 こ う した活動を通して得られる活動の成果には、

次の 3 つがあるよう に思われる。

第一は、 おやじの背中を見せる機会である。 背中を見

せるとは、 「おやじ」 を印象づけるこ と と、 感化による

子どもへの教育の両方があるよう だ。

「おやじの背中を見せるこ とが一番の教育」 だと語る

彼らの背中には、 活動時において、 常に 「おやじ」 とい

う文字が刻まれたお揃いのT シャツが身につけられてい

る。 「頑張っている場面、 失敗している場面、 笑わして

いる場面など、 一生懸命なおやじを見せたい、 それがお

やじたちの思いだ」 と藤田氏は語る。 そのために、 おや

じたちは、 行事の際には、 まず、 「おやじ」 という文字

が刻まれた衣装を身にまとい、 彼らの意気を示す。

おやじたちは、 同じ衣装を身にまとい、 自分たちが実

際に活動を楽しむこ とによって、 子どもに楽しむこ との

手本を見せる。 行事の中で、 行動力や感動を味わう姿を

示して見せるこ とで自然と子どもたちは、 おやじの活動

に興味や関心を寄せ、 思い切り楽しむことの大切さを学

ぶ。 子どもたちは、 家でのおやじとは違う新たな面を発

見し、 父親を慕う気持ちが生まれてく るよう である。

名須川教授は、 「子どもが中学生ぐらいの難しい年頃

になったときに、 それまで知らん顔していた親とは違う

はず。 おやじの会に参加していた親は、 子どもが反発し

ても、 理解したう えで叱るこ とができる。 中学生の子ど

もたちは、 これまでのお父さんの背中を見て育つてきて

いる。」 と語る。 

図 1 . 「おやじ」 の T シャツを着たおやじの会のメ ンバー

第二は、 おやじたち自身のコ ミ ュニケーシ ョ ン力の涵

養である。 子どもとの活動において、 コ ミ ュニケーシ ョ

ンの相手は、 もちろん子どもである。 子どもにわかりや

すく話したり、 大勢の子どもの前で話したりするため、

仕事場とは違う コ ミ ュニケーシ ョ ン力が求められる。 し

かし、 コ ミ ュニケーシ ョ ンの対象は、 子どもだけではな

い。 行事を創り上げる中で、 おやじ同士の話し合い、 三

校園との打ち合わせ、 家族内の会話などが生じる。 行事

への参加者である子どもはもちろんのこ と、 保護者、 三

校園の教員、 おやじ同士のコ ミ ュニケーシ ョ ンが生まれ、

それらをつなぐ役割が生じる。

第三は、 ネ ッ トワークの構築である。 活動によって、

子ども、 保護者、 そして、 三校園とのつながりが形成さ

れる。 おやじは、 子どもたちの名前と顔を憶え、 おやじ

たちは、 子どもたちから 「おやじ」 と して認識される。 

おやじたちは、 子どもたち皆のおやじであるこ と を望み、

子どもとの活動によって、 それが満たされる。 
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子どもとの活動によ り、 子どもの保護者とは顔の見え

る付き合いができるよう になり、 おやじの会の認知度が

上がる。 三校園の教員と も、 活動を通して信頼関係を築

く こ とができ、 彼らは、 保護者の代表と して、 三校園と

の重要なパイ プ役を担う こ とになる。 

( 3 ) 家族との交流
活動の対象となるのは子どもや学校園だけでなく 、 家

族もその対象となる。

三校園おやじの会の活動が広く 認知されるよう になっ

たのには、 おやじたちの妻 (子どもたちの母親) の存在

が大きい。 彼らの妻の理解と協力なく しては実現しがた

い活動が多 く ある。 飲み会時の送り迎えや子どもの面倒

をみるこ と など、 おやじの妻たちは、 裏方と して、 おや

じの会の活動を支えてく れている。 妻の協力なしには、

おやじの会の活動は成立しないのである。

藤田氏のイ ンタ ビューに次のよう な発言があった。 

「家族あり きのおやじの会」、 「奧さんを敵に回してはい

けない」 である。 それ故に、 節目節目で、 支えとなって

く れている妻や家族に対 して、 おやじたちは、 感謝の気

持ちを示す。 具体的な活動と しては、 夏には 「親睦キャ

ンプ」、 年末には 「忘年会」 を行う。 忘年会では、 おや

じたちが手料理を振る舞い、 家族にごちそう をする。

親睦キャンプ、 忘年会など、 家族を巻き込んだ活動は、

おやじにと っては子どもや家族の喜ぶ姿を見るこ とがで

きる場となり、 それが次の活動への意欲と してつながっ

てい く よう だ。

同時に、 こう した活動は、 家族間のかかわり を生み出

し、 他家族との交流ができる場を提供することにもなる。 

そこで、 おやじたちは、 他のおやじとその妻が、 彼らの

子どもに接する姿を見るこ とになる。 それが、 自分の子

育てを見直すきっかけと もなるとおやじたちは述べる。

名須川教授は、 「おやじの会が中心になると、 父親の

眼が子どもとか、 家庭とか、 幼稚園とかに向く」 と述べ

る。 つまり、 おやじの会の活動自体が、 フ ァミ リーサポー

ト になるのである。 母親の中には、 「こ ちら (育児面) 
を向いてく れるだけでもいい」 と言う母親もおり、 「父

親がおやじの会の活動に参加するこ とによって、 育児へ

の興味 ・ 関心を高め、 父親と しての学びの場になってい

る」 と語る。 

( 4 ) 他機関 ・ 他地域との連携
他機関 ・ 他地域との連携活動と しては、 嬉望祭 (兵庫

教育大学大学祭) での屋台、 西脇小おやじの会との交流、
近畿国立大学附属学校園PTA連合会などがある。
兵庫教育大学の大学祭である嬉望祭では、 おやじの会

は毎年、 焼き鳥の屋台を出店し、 スタ ンプラリ ーやビン

ゴ大会のイベント を担当する。 
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図 2 . 書望際での焼き鳥の屋台の様子

焼き鳥の屋台では、 おやじがその主要な部分を担う。 

おやじの子どもたちは、 主に呼び子役であるが、 時に、

おやじは、 子どもに焼き鳥を焼く のを手伝わせるこ とが

ある。 おやじたちの粋なはからいである。 焼き鳥は飛ぶ

よう に売れ、 常に行列ができていた。 おやじの会の認知

度の高さを伺わせるものである。 子どもたちにと っては、

地域住民の喜ぶ顔を見、 日常ではなかなか味わう こ との

できない多様な人との関わり を経験する場となる。

ビンゴやスタ ンプラ リ ーでは、 大学生と協働し、 おや

じが後ろで見守るよう に実施されている。 おやじたちの

なかには女子大生とペアを組みこれに参加するこ と を望

む声もあるよう だが、 そこは大人、 学生を育てるために

このイベントの企画と実施を買って出ている。 おやじた

ちは、 兵庫教育大学の加治佐哲也学長から 「学生を成長

させるために、 学生をどんどん取り込んでいってほしい」

という 願いを聞き、 こ う した活動を行っている。 おやじ

の会は、 大学祭に参加することにより、 大学祭の活性化、

大学と附属三校園との連携の橋渡しを担う ことになる。 

そのことが、 地域の人々に、 三校園おやじの会を認知し

てもらう契機と もなる。

大学祭への参加の他に、 三校園おやじの会は、 また、

西脇小おやじの会とのソ フ ト ボールや懇親会を通して、

情報交換や交流、 親睦を深めている。 この他、 「おやじ

の会元気サミ ッ ト in北播磨」 や 「全国おやじの会サミ ッ
ト in ひよう ご」 に参加した実績がある。 平成24年度に
は、 代表の藤田氏が近畿国立大学附属学校園PTA 連合
会の理事であるため様々な会合に出席をし、 PTA 連合
会のスポーツ大会を兵庫教育大学附属小 ・ 中学校で開催

したり もした。

他機関 ・ 他地域のおやじの会と交流していく こ とで、

互いに触発され、 三校園おやじの会のおやじたちは、 さ

らなる活動へのモチベーシ ョ ンをあげるこ とになる。 加

えて、 地域を巻き込むこ とによりネ ッ トワークが強化さ

れ、 おやじの会がさ らに認知され、 地域にも受け入れて

もらえるよう になる。 三校園おやじの会がこれまで成果

をあげてきたのは、 このよう な 「地域巻き込み型」 の方
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法をと るこ とで、 地域の人々に受け入れられ、 認知され

ていつたこ とが大きな要因であるよう に思える。 子ども、

保護者、 地域、 学校をつなぎ合わせることで、 人の輪を

紡いでいる。 

( 5 ) 核となる活動
さて、 こ れまでみてきた、 学校園への支援、 子ども と

の活動、 家族との交流、 他機関や他地域との連携を、 可

能にさせるための核と なる活動と して、 三校園おやじの

会の、 「執行委員会」、 「月 1 回の定例会」、 「反省会」 を
挙げることができる。

執行委員会では、 役員が集まり、 行事の打ち合わせを

行う。 仕事帰りにおやじたちが集まるので、 話し合いが

深夜にまで及ぶこ と もある。 時には、 お酒が入るこ と も

あり、 違う話で盛り上がってしまう こと もある。 おやじ

たちの気分転換になる場でもある。

月 1 回の定例会は、 会のメ ンバーに情報を下ろし、 質
問をし意見を交換する場となる。 設立当初は、 藤田氏、

副代表が話を振る一方だったという。 しかし、 気心が知

れるよう になり、 定例会を兼ねる飲み会の席では、 自然

と話が盛り上がるよう になってきた。 そこでは、 おやじ

が夢を語るよ う になり 、 「こ れもでき るんち ゃう か」、

「あれもできるんちゃう か」、 「よ し、 やろう」、 「ええよ、

ええよ」 と実現するこ とが多 く なってきたという。 PTA 
にはない、 とにかく 「やってみたらええやん」 という フ ッ

トワークの軽さがおやじたちには受けている。 もと もと、

積極的に活動したいおやじたちの集まりである。 おやじ

へのイ ンフ ォーマルなイ ンタ ビューでは、 「PTA では時
間や手間がかかるよう なこ とが、 おやじの会ではすぐに

実行できる」 と述べるおやじもいた。 定例会は、 おやじ

たちのアイディ アの源であり、 日ごろの鬱慣を晴らす場

でもあり、 関係を深める場でもある。

行事が終わる度に行われる反省会では、 その名の通り、

行事の反省、 来年に向けての話し合いを行う。 もちろん、

会議室ではなく 、 宴会の場においてである。 ただし、 酔つ

ぱらう 前に話し合い、 議事録はしっかり執られている。

三校園おやじの会では、 アルコールがあるな しにかか

わらず、 どの場においても、 冗談を織り混ぜながら、 積

極的に意見が交わされる。 確かに、 アルコールの力は有

効活用されるが、 飲まない人には強制しないし、 飲み会

に出席するよう に無理強いするこ と もない。 「できる人

ができるときに」 という理念が貫かれている。

このよう な定期的な活動をすることで、 おやじ同士の

つながりが強化され、 おやじたちのなかから自発性がう

まれてく る。 単に行事をして終わりではなく 、 反省を行

い、 言いたいこと を率直に言い合う。 学校の行事は、 マ

ンネリ化するものが多い。 しかし、 三校園おやじの会で

は、 おやじたちは、 一つひとつの行事に熱意をもって挑

む。 一旦は行事の成功を称えるが、 それで終わりではな

い。 反省をするこ とで、 より よいものをつく ろう とする

意識が、 おやじたちと三校園おやじの会を成長させてい

るよう に見える。 

4 . おやじの会の連携のかたち
( 1 ) 附属三校園の連携への寄与
さて、 こ れまで見てきた三校園おやじの会の活動は、

結果と して、 附属幼 ・ 小 ・ 中学校に対して、 どのよう な

影響を与えてきたのだろう か。

附属三校園には、 もと もと保護者が情報共有するため

の附属三校園連絡協議会があった。 しかし、 おやじの会

設立以前は、 幼 ・ 小 ・ 中の代表は、 表面的な付き合いで

終わっていたよう だ。 と こ ろが、 おやじの会が三校園に

までに広がった時を境に、 雰囲気が変わってきたと藤田

氏は述べる。 情報共有が以前より スムーズになり、 附属

の PTA という立場から見ても、 親たちの団結を感じる
よう になったという 。

藤田氏は、 おやじの会の日標と して、 附属三校園の活

性化をあげる。 それは、 藤田氏の 「子どもや親、 そして、

先生たちが垣根を越えて盛り上がっていきたい」 という

言葉からもわかる。 藤田氏は、 三校園の連携が進んでき

たこ とがおやじの会に起因するこ とについては、 謙遜す

る。 しかし、 名須川教授は、 連携を大き く 前進させたの

は、 おやじの会であると断言した。 「三校園の連携は、

附属云々関係な く 、 難しいものであった。 そのなかで、

おやじの会は、 PTA の旗振り役となり、 三校園を舞台
に活動を繰り広げる。 所属しているおやじたちも、 幼小

中にまたがるおやじである。 おやじが率先して活動を展

開していく こ とで、 附属三校園にもいい影響を与えた。」

と述べる。 附属三校園の連携は、 連携を目的と した組織

をお く こ とによってではな く 、 おやじの会の実際の活動

を通して可能になったといると言える。 

( 2 ) 三校園おやじの会にみる連携のかたち
三校園おやじの会は、 会の内部において、 また、 会の

外部との関係において、 どのよう な方法で関係を築いて

きたのであろう か。 これまで見てきた活動概要をいま一 

度整理するこ とにより、 その特徴を析出してみたい。

1 ) 子どものためにという大義名分とおやじの要求の両立
三校園おやじの会の第一 の特徴は、 子どものためにと

いう大義名分とおやじ同士が関われる場を持ちたいとい

う思いを両立させているこ とにある。 も と も とおやじの

会は、 附属幼稚園長の名須川教授からの相談依頼に応え

るかたちで、 園の環境整備を行う こ とから始まった。 

PTA に比べて、 比較的自由に動く こ とができ、 自分た
ちの発想で園の補習や環境整備に取り組むことができる

こ とにおやじたちは魅力を感じたよう だ。 この相談依頼
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は、 附属学校園の教育活動に役立ちたいという おやじた

ちの思いをかなえるものでもあった。 同時に、 おやじた

ちは、 男同士が自由に語り合える場が欲しいという思い

も持っていた。 おやじたちにと っては、 附属学校園から

の環境整備の依頼は、 渡りに船であったのかも知れない。 

なぜならば、 自身の子どもたちが通う学校園に対しての

教育支援ができ、 かつまた、 自身の交流の場も確保でき

るからである。 おやじたちは、 教育支援の活動をするこ

とによって、 こ こが、 自分にと って居心地の良い場であ

るという おやじの会のよ さ を改めて認識したのかも しれ

ない。

2 ) おやじの流儀へのこだわり
三校園おやじの会の第二の特徴と して、 おやじの流儀

にこだわるという こ とがあげられよう 。 その流儀とは、

イベ ン ト の時に身につける T シャツに刻まれた 「おや

じ」 という文字にも現れている。 おやじたちは、 おやじ

の会の活動の際には、 外見にも気を使う。 皆が 「おやじ」

という文字が刻まれた衣装を身にまと う こ とで、 一体感

を高め、 周囲にもおやじの会を印象づける。

おやじの流儀は、 学校園からの依頼に応えるこ とや自

らが企画したイベントの実現に徹底的にこだわるこ とに

もみられる。 附属学校園からの要望に応えるため、 どう

したらその依頼に応えるこ とができるかを徹底的に議論

し、 実現の方法を考える。 自分たちだけではできない場

合は、周囲の人たちを巻き込み、 それを実現してしまう。 

おやじたちの実行力にも、 おやじ特有の流儀が現れてい

る。

おやじの流儀は、 常に新たに挑戦するという気概を忘

れないこ とにも示される。 イベント を実施し、 その成果

を称え合う と同時に、 反省することも忘れない。 反省点

を次のイベントでは活かし、 改善へと至ら しめる。 加え

て、 何か新しい面白いことに挑戦すること を常に考えて

いる。 ノ ルマと して義務的に事業をすすめるのではなく

て、 生き生きと創造的に活動をすすめるのが、 おやじの

流儀である。

3 ) ゆるやかなつながり
三校園おやじの会の第三の特徴は、 ゆるやかな紐帯を

大事にしている点にある。 おやじの会を維持していく た

めには、 当然、 その会をリ ードしていく 者が必要になる。 

現在は、 会長を藤田氏が務め、 副会長もおき、 役員会を

つ く って会の運営をおこ なっている。 おやじの会のメ ン

バーは、 会長である藤田氏への尊敬の念を持ち、 同時に、

会長である藤田氏も、 会のメ ンバーの自由な発想や自由

な意見を活かすことができるよう、 毎月 1 回の定例会で
は、 飲み会を兼ねて自由な議論ができる工夫をしている。 

おやじの会では、 「できる人ができるときに」 という 理

念で貫かれており、 請け負った仕事も飲み会も、 無理強

いすることなく 、 メ ンバーの自発性を尊重し、 そのこ と

が、 おやじの会をうまく運営することができる要因となっ

ている。 藤田氏に、 今後のおやじの会の存続について質

問を投げかけた時に、 「も し も、 この会がな く なるとす

れば、 それはそれでよいのではないか」 と答えた。 藤田

氏は、 三校園おやじの会が、 おやじたちの自由意志によっ

て、 はじめて成り立つものであるこ と を十分に理解して

い る o

4 ) おやじたち皆で子どもや家族を支え合う
三校園おやじの会の第四の特徴は、 おやじたちには、

おやじたち皆で地域の子どもや家族を支えるという気概

を持っているこ とである。

清水は、 おやじの会の特徴を、 「父親同士がつながり、

家族同士、 子ども同士がつながるこ とで、 他の子どもに

関心が向けられる」 (清水2010, p 20) とする。 確かに、
この度のフ ィ ール ドワークでも、 同様のこ とが見いださ

れた。 図 3 にあるよう に、 aのおやじと子どものかかわ
りは、 個々の家庭の中に存在する関係である。 また、 b 
の子どもと子どもとの関係も、 園や学校での生活の中に

存在する関係である。 これらは、 家庭と学校という日常

の中で、 ごく普通に見られる関係である。 おやじの会が

存在するこ とによって、 新たに、 c のおやじ同士の関係

が生まれ、 それに続いて、 dの自分の子ども以外の子ど
も とかかわる機会が生まれる。 おやじの会は、 自身と自

身の子どもの父親という 関係を、 子どもたちみんなの父

親であり たいという おやじたちの願望をみたすこ とにな

る。 それは、 子ども との活動を通じて実現されるこ とに

なり、 実際に、 子どもとの活動場面において、 子どもた

ちには、 父親以外のおやじたちと一緒に楽しんでいる様

子が見られた。

家族との交流も、 dのおやじと自分の子ども以外の子
ども との関係をはぐ く む場である。 「 どの子どもが、 ど

のおやじの子どもかわかるか。」 と満足げに話していた

おやじたちの姿から も、 おやじたち皆で、 子どもや家族

を支え合おう とする気概が伝わってく る。 
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図 3 . おやじと子どものかかわりの次元
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5 ) 他者からの承認と認知
三校園おやじの会の第五の特徴は、 おやじたちの活動

が周囲の機関や地域から感謝をされ、 頼り にされ、 おや

じの会の存在を承認されているこ とであろう。 この場合

の、 他者とは、 主に、 兵庫教育大学附属学校園である幼

稚園や小学校、 中学校、 大学という ことになる。 確かに、

同じ学校園のなかにある組織なので、 実際には、 他機関

や他地域という こ とにはならないのかも しれない。 しか

し、 同 じ学校園内のおやじの会に属さない人びとによっ

て、 おやじの会が、 独立した信頼できる団体であるとい

う承認を得、 その活動内容に一 目おいてもらっているこ

とは、 注目に値する。 こう した、 他者からの承認とおや

じの会と しての認知が、 おやじの会のメ ンバーにと って

は、 今後の活動を勇気づけるものとなる。 

( 3 ) 「子縁」 を活かした地域コミ ュニティづく り
子どもの育ちを地域の皆で見守り家族同士で支えあう

という取り組みは、 近年、 「子縁」 を活かした地域コミ ュ

ニティづく り と して注目されている。 習志野市秋津コミ ュ

ニティ顧問の岸裕司は、 「『子縁』 とは、 子どもを通した

大人同士のご縁づく り を意図的に地域社会につく り だす

こ と によ り 生み出す新しい価値をも ったご縁」 (岸 , 
2008, p 32) と述べる。 育児は、 近所の母親とつながり を
生み、 保育所や病院、 そして、 学校などでも様々なつな

がり を築く 。 しかし、 その縁は、 母と子という関係の中

で、 母親だけにもたら され、 母親たち同士のなかで完結

して しまう おそれがある。 「お父さんたちは、 意図的に

『地域の居場所』 をつく らないと自然任せではつく れな

い存在である」 (岸, 2008, p 33) と、 岸は指摘する。
実は、 この問題を解決している一例が、 「おやじの会」

である。 父親のなかには、 できれば地域社会にも貢献し

たいという思いを抱いている者があり、 同時に、 男同士

の仲間をつく り、 家庭や職場以外にも自分たちの居場所

を見出したいという思いを持つ者がいる。

三校園おやじの会では、 附属幼稚園からの環境整備の

要請に応じて、 おやじの会を組織し、 そこで、 子どもが

通う学校の教育活動を支援したいという父親の思いをか

なえ、 同時に、 この目的達成のために親父たちが自由に

語り合える場を準備した。 きっかけは、 附属幼稚園長か

らのリーダーと目されるひとりの人物への支援要請であっ

た。 この支援要請のために、 ひとりのリ ーダーのもとに、

志ある父親たちが求めに応じて集結したのである。 こ う

した、 地域社会のなかでの切実な要望に応じて、 地域に

居住する人びとが集い、 自らできること を自らの頭で考

え、 ゆるやかな関係を保ちながら、 問題解決に取り組ん

でい く 。 しかも、 そこには、 集う者たちにと っての楽し

みが用意されている。 こ う したと こ ろに、 地域社会再構

築のヒ ントがあるのではないか。 

広井 (2009) の調査によると、 コミ ュニティ の中心と
して重要な場所の一位は、 学校であった。 学校には、 子

どもがおり、 子どもは新たな縁を生み出す。 子どもが通

う学校を核と しながら、 教師や保護者が地域社会に要求

を投げ支援を訴える。 それに関心を持つ地域の大人たち

が自分の意志でそこに集い、 自由に意見を出し合いなが

ら、 要望に応えていく 。 しかも、 そこに集う大人たちに

は、 自身の居場所も保障される。 こ う したやり方の中に、

今後の地域社会再構築の可能性があるのかも しれない。 

おやじの会が、 今日の社会において意味を持つのは、 地

域社会の現実的な課題に日を向け、 仲間と と もにその課

題を解決し、 そうするこ とのなかに、 おやじたち自身が

喜びを見出すこ とができているからである。

しかし、 課題も存在する。 第一の課題は、 中心となる

人物の育成である。 おやじの会がたとえ弱い紐帯のもと

に形成されていると しても、 組織と してのまとまり を持

ち機動力を発揮するためには、 中心となる人物が必要に

なる。 秋津コ ミ ュニティ には岸裕司氏、 三校園おやじの

会には藤田和昌氏という よう に、 会の内部にはキーパソ

ンがいた。 地域のおやじの会ならば、 職を引退し、 自分

の生き甲斐と してリ ーダー役を買ってでるおやじは多い。 

しかし、 三校園おやじの会は、 メ ンバーは皆、 働いてい

るおやじである。 藤田氏は自営業であるから、多少の自

由は効 く 。 しかし、 そのため、 三校園との窓口となった

り、 平日のボラ ンティ アに行ったり と負担は大きい。 さ

らに、 学校との信頼関係を築く のも藤田氏が中心であり、

代わりが効かない状態なのである。 このよう に、 全国の

おやじの会に共通するのは、 組織の紐帯を維持できる後

継者の育成問題なのである。

第二の課題は、 地域社会からの理解と承認を得るこ と

である。 藤田氏は、 「おやじの会の活動を一生懸命にや

ればやるほど、 周り との温度差を感じることがある」 と

述べた。 おやじの会のその内部は、 異質な人々の集まり

といえども、 周囲から見れば、 同質な集団である。 彼ら

がオープンに関わろう と しても、 周囲には人を寄せ付け

ない効果を生み出してしまう こ とがある。 おやじの会の

メ ンバーの絆が強まれば強まるほど、 外部に与える印象

は閉鎖的で閉じられた集団と して映るよう だ。 したがっ

て、 おやじの会内部と外部の社会との関係の間で、 絆と

ゆるやかさの両方を確保するこ とが求められるこ とにな

る o

以上、 2 点の課題を乗り越えた時に、 おやじの会は、
地域社会に根をおろ し、 地域社会再生のための新たなス

テージに立つこ とができるのかも しれない。 

(註 1 ) 本論文は、 平成25年度 「教育コミ ュニケーショ
ン実践論」 の授業における共同研究および発表をもと

に加筆修正したものである。 
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(註 2 ) 本研究のために、 ご協力いただいたおやじの会
の皆様、 代表の藤田和昌様、 ならびに兵庫教育大学大

学院名須川知子教授に感謝申し上げます。 両氏に了解

を得たう えで、 氏名ならびにイ ンタ ビュー内容を掲載

しています。 
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